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JICA教師海外研修 授業実践報告書

【実践者】

【実践概要】

1. 実践する教科・領域： 道徳

2. 単元名と単元目標
単元名：「つながりをつなぐ」―JICA 海外協力隊員の活動から“支援”のかたちを考える―
単元目標：世界で行われているさまざまな支援の姿を通して、「支援」とは一時的な行為にとどま

らず、相手の将来や地域の発展につながるものであることに気づく。その考えを、自分たちの身近な
生活や学級・学校での関わりに重ねて考えることで、支援を自分ごととして捉え、相手の立場に立っ
て考えようとする態度を育てる。

   関連する学習指導要領上の目標： Ｂ（７）思いやり・共感
・協力隊員の活動や困っている人々の立場を通して、他者への思いやりや共感の心を育てる。

3. 単元の評価
規準

①知識・技能
協力隊員の活動を通して、支援には「今すぐできる支援」と
「未来につながる支援」など、さまざまな形があることを理
解している。

②思考・判断・表現

協力隊員の活動や身近な生活場面を基に、「今すぐできる支
援」「未来につながる支援」の違いについて、相手の立場に立
って考え、自分の考えを話し合いや記述を通して表現してい
る。

③ 主体的に学習に
取り組む態度

話し合いやワークシートの活動を通して、相手の立場に立ち
ながら、今だけでなくこれからにつながる、相手にとって本
当に力になる関わり方を考えようとしている。

4. 単元設定の
理由・単元の
意義

（ 児 童 / 生 徒
観、教材観、
指導観）

【単元設定の理由】
世界にはさまざまな課題があり、それに対して多くの支援が行われているが、児童

にとっては遠い国の出来事として感じられることが多い。そこで、JICA 海外協力隊
員の活動を教材として取り上げ、さらに身近な生活とつなげて考えることで、支援を
身近に感じられるようにした。「今すぐできる支援」と「未来につながる支援」とい
う視点で考えることで、児童が自分の生活と結び付けながら支援について考えられる
と考え、本単元を設定した。

【本単元の意義】

本単元では、協力隊員の活動を通して、支援には目の前の困りごとを助ける関わ
りだけでなく、その先の生活や将来につながっていく関わりがあることを扱う。世
界で行われている支援を、学級や学校生活の場面と重ねて考えることで、児童は
「助ける」とは何かを自分なりに考え、相手の立場に立った関わり方について考え
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を深めていく。また、学んだことを日常の行動と結び付けて捉えようとする点に、
本単元の意義がある。

【児童／生徒観】

本学級の児童は、困っている人を見ると「助けたい」「何かしてあげたい」とい
う気持ちを素直にもっていた。一方で、「助ける」ことを、その場ですぐにできる
行動として捉えることが多く、その先のことまで考える機会はあまり多くなかっ
た。

しかし、話し合いやワークシートを通して自分の考えを出したり、友だちの意見
を聞いたりすることには前向きに取り組み、自分の経験と結び付けながら考えを広
げる姿が見られた。そのため、支援の形を比べて考える活動を通して、相手にとっ
て本当に力になる関わり方には、「今」だけでなく「これから（未来）」という視
点も大切であることを、児童なりに考えを深めることができた。

【指導観】

指導にあたっては、協力隊員の具体的な活動をもとに、児童が「支援」について
自分の言葉で考えられるよう、クイズや話し合い活動を取り入れた。クイズの場面
では、全体で黒板を使いながら意見を出し合い、児童の素直な考えを共有した。は
じめから「今すぐできる支援」「未来につながる支援」という分類を示すのではな
く、出された意見をもとに考えを深めていく中で、児童自身の言葉としてこれらの
表現が生まれるようにした。

その後、ロイロノートを活用し、班の話し合いの中で「今すぐできる支援」「未
来につながる支援」「どちらにもあてはまる支援」を表に整理する活動を行った。
また、学校生活の中にある身近な場面を取り上げることで、学んだことを自分の生
活と結び付けて考えられるようにした。全体での共有や意見交流を通して、相手の
立場に立ちながら、「相手にとって本当に力になる関わり方とは何か」を考える姿
が見られた。

5. 単元計画（全 ２時間）

小単元名 学習のねらい 学習活動 資料など

１ 世界にはさまざまな
課題があり、それぞ
れに「支援」が必要
であることに気づ
き、JICA 海外協力
隊の活動を通して世
界とのつながりを考
える。

1.フォトランゲージを通して、世界のさま
ざまな場面や課題の様子を見て感じたこ
とを交流する。

2.写真から、世界にはどんな困りごとや課
題があるかを話し合い、気付きを共有す
る。

3.「JICA」や「JICA 海外協力隊」で多くの日
本人が支援のために海外にいることを知
る。

写真
ワークシート

２
本時

協力隊員の活動を通
して「今すぐできる
支援」と「未来につ
ながる支援」の違い

1.協力隊員の活動をクイズで知り、支援の
多様な形に気づく。
2.ワークシートで「今すぐできる支援」「未

来につながる支援」に整理する。

写真
ロイロノート
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に気づき、自分の生
活の中での支援のあ
り方を考える。

3.自分たちの身の回りでも「今支援する」こ
とと「未来のために支援したほうがいい」
ことがないか考える。

4.気づいたことを共有し、支援のあり方に
ついて考えを深める。

6．本時の展開（ ２時間目）
本時のねらい：前時に、世界にはさまざまな課題があり、それぞれに支援が必要であることを学

んだ子どもたちが、協力隊員の活動を知り、「今すぐできる支援」と「未来につながる支援」、「どち
らにもあてはまる支援」に分ける活動を通して、支援の違いに気づき、自分の生活でも相手にとっ
て本当に力になる関わり方は何かと考えようとする態度を育てる。

過程・
時間

教員の働きかけ・発問および学習活動・指導形態
【子どもの反応】

指導上の留意点
（支援）

導入

（５分）

展開①

（15分）

１前時にふりかえり
前時に扱ったタンザニアの医療現場の写真を再度提示し、

前回の考えを振り返る。

【この協力隊の人は一人でも多
く助けたいと思って活動してい
ると思う】
【日本のやり方（技術）を教えて
あげるために行っていると思う】

２．クイズ
『この現場に“今”必要な「助け」は何でしょう？』というク

イズを出す。
【「薬」「お金」「医者」「医療機器」
など、目の前の課題を解決する答
え。】【「建物」「教育」「技術」な
ど、少し先を見た答えも出始め
る。】

3.現地の課題や求められる「助け」について考える。
助けるには「今」と「これから」があることを確認する。
【薬とかお金があればすぐ助けられるよね。】
【でも、使える人がいないとダメなんだ。】
【「今すぐ助けることも大切」「どっちも必要」といった意見
も出る。】

・前時の学び（医療現場の現
状や協力隊の存在）を想起
させる発問を行う。

子どもの発言を受け止め、「ま
だ他にも考えられるかな？」
と問い返し、次の学習（支援の
在り方の違い）への関心を高
める。

・協力隊員の発言を示し、子
どもが「教育＝これからに
つながる助け」と捉えられ
るように支援する。

・「助ける」には「今」と「こ
れから」があることを具体
例で示しながら確認し、両
方の支援が大事であること

評価

【学習課題】「助ける」ってどんなこと？
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展開②

（15分）

まとめ

（５分）

４.相手の立場に立ち、「今すぐできる支援」や「未来につな
がる支援」が身近にないか考える。
【友だちに教えてあげるのは今の支援かな。】
【勉強のやり方を教えるのは未来のため？】
【やり方が分かるまで一緒にとくのが未来のためになるん

じゃない？】
【掃除を手伝うのも
今すぐできること、み
んなで決めるルール
を作るのは未来につ
ながるかも。】

5.本当に相手のためになる「助ける」について考えたことを
まとめる。

【「今」助けることも大事だけど、「これから」につながる助
けるも大事だと思った。】

【今とこれから、両方を考えて行動したい。】
【学校生活で友だちとかかわるときにも、これからにつなが

る助けについて考えて行動したい。】

6.友だちと考えを共有する。

に気づかせる。

・学校生活や家庭生活の具体
例（掃除、勉強、遊び、片付
けなど）を提示し、考えやす
くする。

・個人で考えた後、グループ
で話す時間をとり、複数の
視点に触れられるようにす
る。

・子どもの言葉を受け止めな
がら、支援には「今」と「未
来」の両方の視点があるこ
とを押さえる。

・協力隊の人たちの活動も
「今だけでなく未来につな
がる助ける活動」であるこ
とを確認する。

7. 資料（教材）
第一時 フォトランゲージで使用した写真

8．評価規準に基づく本時の評価方法
話し合いやワークシートから、相手にとって本当に力になるかかわり方を考えているか。（思考・判断・表
現）

話し合いやワークシートか
ら、相手にとって本当に力
になるかかわり方を考えて
いるか。
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9. 学校外との連携 ※JICA 以外。なければ不要。
特になし
10. 学びの軌跡（児童生徒の反応・変容、感想文、作文、ノートなど）
本時の振り返り（抜粋）

【本時または単元について、個人で振り返ったことを記載】
11. 海外研修で何
を学び、どの部分
を児童生徒に伝え
ようと思ったか

私が教師海外研修で様々な価値観に出会い、多くの経験をする中で、最も心に
残っている言葉が、看護師協力隊員の方が語っていた「教育はすべての源である」
という言葉である。研修中、私たち研修員が「もし、日本から物資や薬、機械な
ど、何でも持ってくることができるとしたら、何が一番必要か」と質問したとこ
ろ、「教育である。どれほど高価な機械があっても、管理できる人や使い方が分
かる人がいなければ意味がない。まずは人を育てる教育が必要である」と答えて
くださった。さらに、「先生方はとてもすばらしい仕事をしている。これからも
がんばってほしい」と言葉をかけていただき、この言葉を通して、教育の意味を
改めて自らに問い返すきっかけとなった。

授業づくりを進めるにあたり、教師海外研修では多くの学びがあったため、ど
の経験を教材化するか、また、どのように児童の学びへとつなげるかについて大
いに悩んだ。そこで、研修の中でも特に自分の心に強く残っているこの出来事を
授業の題材として扱うことにした。しかし、「教育」という言葉は、小学校 5 年
生の児童にとっては抽象的であり、自分事として捉えることが難しいと感じた。
そこで本時では、「教育」という言葉をそのまま扱うのではなく、「今の支援」と
「これからの支援」という表現に置き換え、児童が自分の生活と結び付けながら
考えられるように授業を構成した。

12. 苦労した点 本実践では、教材を０から作り上げることに、思っていた以上に時間がかか
った。タンザニアでの経験の中でも、協力隊のお話を授業で扱いたいと考え、
言葉を教材にしようと決めてからも、それをどのように子どもたちの学びにつ
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なげるか、何度も考え直した。
「支援」や「教育」といった言葉は、子どもたちには少し難しく感じられる

ため、そのまま伝えるのではなく、生活に引きつけて考えられるよう、問いの
出し方や授業の流れを工夫した。

また、「助けるとは何か」という問いにははっきりとした答えがなく、私自身
も迷いながら子どもたちと一緒に考える時間となり、授業の進め方の難しさを
感じた。

13. 改善点 今回の授業では、子どもたちの考えを大切にしたいと思いながらも、結果的に
教師側の意図に寄せた、やや誘導的な進め方になってしまったと感じている。子
どもの発言に対して、問い返して考えを深める場面よりも、先に次の問いを示し
てしまうことがあった。また、「今すぐできる支援」や「未来につながる支援」と
いう考えについても、子どもたちの言葉から自然に生まれるような関わりを、十
分に行うことができなかった。

今後は、考えをまとめることを急ぐのではなく、子どもたちの迷いや立ち止ま
る時間を大切にしながら、子ども自身の言葉を起点とした授業づくりを心がけて
いきたい。

14. 成果が出た点 協力隊員の活動を通して、「助ける」とはどのような関わりなのかを、子ども
たちが自分なりに考え、話し合う姿が見られた。授業の中で、目の前の困りごと
を助けるだけでなく、その先につながる関わり方があることに気づいていった。

また、「今すぐできる支援」「未来につながる支援」という言葉を子どもたちの
発言から整理して共有したことで、学校生活や友だちとの関わりに話題をつな
げ、身近な場面で考えようとする姿が見られた。

15. 自由記述 今回の授業実践は、教師海外研修での経験をもとに、「自分の経験から授業を
生み出す」という、私にとって大きな挑戦であった。現地で感じたことや心に残
った言葉を、どのように子どもたちの学びにつなげていくのか悩みながら授業づ
くりを進めてきたが、その過程そのものが、自分にとって大切な学びの時間とな
った。

このような経験ができたのは、教師海外研修の機会を与えてくださった JICA
の皆様をはじめ、現地で出会った協力隊員の方々、研修に関わってくださった多
くの方々の支えがあったからこそである。また、日頃から相談に乗ってくださっ
た先生方や、授業をともにつくってくれた子どもたちの存在も大きく、多くの人
とのつながりの中でこの実践が形になったことに感謝している。

今回の学びをこの授業だけで終わらせるのではなく、今後も自分自身の経験や
学びを大切にしながら、子どもたちや地域の人たちと共有し、次の学びへとつな
げていきたい。タンザニアでの経験から始まった学びを、これからも「つながり
をつなぐ」授業づくりへと生かしていきたい。

参考資料・使用教科書：なし


